
静
岡
市
の
青
葉
公
園
で
行

わ
れ
た
「
25
国
民
春
闘
静
岡

県
決
起
集
会
」
で
は
、
主
催
者

を
代
表
し
て
静
岡
県
春
闘
共
闘

会
議
の
菊
池
議
長
が
「
昨
年
の

24
国
民
春
闘
で
は
、
ス
ト
ラ

イ
キ
も
構
え
な
が
ら
、
30
数

年
ぶ
り
と
い
わ
れ
る
大
幅
賃
上

げ
を
勝
ち
取
っ
た
。
そ
れ
で
も

物
価
高
騰
分
に
は
届
か
ず
、
実

質
賃
金
は
下
が
り
続
け
て
い
る
。

大
幅
な
賃
金
引
上
げ
・
底
上
げ

を
実
現
し
な
け
れ
ば
、
低
賃
金
、

物
価
高
騰
か
ら
労
働

者
の
生
活
を
守
る
こ

と
も
、
地
域
経
済
の

活
性
化
も
あ
り
え
な

い
。
誰
も
が
納
得
で

き
る
賃
上
げ
に
こ
だ

わ
っ
て
、
労
働
組
合

の
権
利
、
団
結
権
・

ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
確

立
し
な
が
ら
、
粘
り

強
い
団
体
交
渉
を
、

安
易
に
妥
協
は
せ
ず

納
得
で
き
る
ま
で
、

広
範
な
労
働
者
・
国

民
を
巻
き
込
ん
で
25

国
民
春
闘
を
た
た
か
お
う
」
と

呼
び
か
け
、
各
労
組
・
団
体
か

ら
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
参
加

者
全
体
で
「
お
う
！
」
と
応
え

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
集

会
宣
言
を
決
議
し
、
大
幅
賃
上

げ
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら

繁
華
街
を
パ
レ
ー
ド
。
同
日
開

催
さ
れ
た
東
部
集
会
は
30
人
、

西
部
集
会
は
100
人
が
参
加
し

静
岡
市
の
決
起
集
会
と
同
様
の

内
容
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

25
国
民
春
闘
は
、
3
月
12
日

回
答
集
中
日
3
月
13
日
ス
ト

ラ
イ
キ
を
含
む
全
国
統
一
行
動

日
と
し
て
、
最
大
の
ヤ
マ
場
を

迎
え
ま
す
。

大
幅
賃
上
げ
・
底
上
げ
の
要

求
を
め
ぐ
っ
て
は
、
２
０
２
０

年
か
ら
続
く
歴
史
的
な
物
価
高

騰
の
下
で
、
全
労
連
が
か
か
げ

る
①
企
業
内
・
産
業
内
の
最
低

賃
金
時
給
１
５
０
０
円
以
上
②

大
幅
賃
上
げ
・
底
上
げ
で
は
月

３
万
２
千
円
以
上
、
時
給
２
０

０
円
以
上
、
率
に
す
る
と
10

％
以
上
の
賃
上
げ
が
ゆ
ず
れ
な

い
要
求
で
す
。
労
働
分
配
率
が

史
上
最
低
の
38
％
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
大
企
業
が
史
上
最
高
の

利
益
と
内
部
留
保
を
増
や
し
続

け
る
一
方
で
、
労
働
者
の
賃
上

げ
は
物
価
高
騰
分
す
ら
賄
え
な

い
水
準
の
賃
上
げ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
非
正
規
労
働
者

や
女
性
労
働
者
な
ど
低
賃
金
で

働
く
労
働
者
の
生
活
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ケ

ア
労
働
者
の
賃
金
は
、
年
末
一

時
金
で
大
幅
に
削
ら
れ
、
年
収

ベ
ー
ス
で
は
「
賃
下
げ
」
と
な

る
な
ど
看
過
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
対

応
で
初
任
給
の
一
定
の
引
き
上

げ
の
傍
ら
中
高
年
の
賃
金
が
抑

制
さ
れ
る
な
ど
、
企
業
都
合
に

よ
る
「
見
せ
か
け
賃
上
げ
」
が

先
行
き
不
安
を
広
げ
て
い
ま
す
。

25
国
民
春
闘
で
は
、
文
字

通
り
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃

上
げ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

水
準
は
、
物
価
高
騰
を
上
回
る

こ
と
や
、
昨
年
を
超
え
る
な
ど

の
指
標
で
は
な
く
、
生
活
改
善

が
実
感
で
き
る
水
準
で
の
大
幅

な
賃
上
げ
を
求
め
る
た
た
か
い

が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
賃
上
げ
に

向
け
た
「
追
い
風
」
の
春
闘
を

確
実
に
、
生
活
改
善
が
実
感
で

き
る
大
幅
賃
上
げ
・
底
上
げ
に

結
び
付
け
る
こ
と
で
す
。
そ
の

保
障
は
、
全
組
合
員
参
加
、
仲

間
を
増
や
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ

な
ど
「
た
た
か
う
労
働
組
合
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
で
か
か

げ
た
方
針
を
確
実
に
具
体
化
し

て
い
く
こ
と
で
す
「
赤
字
だ
、

企
業
物
価
も
高
い
」
な
ど
の
言

い
訳
に
負
け
ず
、
労
働
者
の
側

が
大
幅
な
賃
上
げ
を
求
め
て
た

た
か
い
き
る
こ
と
が
決
め
手
と

な
り
ま
す
。
生
活
か
ら
求
め
ら

れ
る
要
求
を
し
っ
か
り
最
後
ま

で
掲
げ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
を

背
景
に
た
た
か
い
ぬ
き
ま
し
ょ

う
。
初
回
回
答
に
甘
ん
じ
る
こ

と
な
く
、
納
得
い
か
な
い
回
答

に
対
し
て
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
打

つ
こ
と
な
し
に
前
進
回
答
は
得

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
後

も
団
体
交
渉
や
ス
ト
ラ
イ
キ
戦

術
で
上
積
み
を
も
と
め
、
粘
り

強
く
た
た
か
う
こ
と
が
、
労
働

組
合
の
本
気
度
を
示
し
、
組
合

員
の
結
集
を
強
め
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
構
え
を
高
く
持
っ

て
臨
み
ま
し
ょ
う
。

国
立
病
院
の
労
働
者
で
つ
く

る
全
日
本
国
立
医
療
労
働
組
合

（
全
医
労
）
は
2
月
28
日
、

２
０
２
４
年
度
の
賃
金
改
定
交

渉
で
月
4
万
円
な
ど
の
賃
上

げ
要
求
に
対
し
、
ゼ
ロ
回
答
を

続
け
る
国
立
病
院
機
構
か
ら
前

進
回
答
が
な
か
っ
た
と
し
て
、

全
国
約
１
２
０
支
部
で
始
業
か

ら
１
時
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行

い
ま
し
た
。
静
岡
で
は
３
カ
所

（
静
岡
医
療
セ
ン
タ
ー
・
静
岡

神
経
セ
ン
タ
ー
・
天
竜
病
院
）

で
ス
ト
突
入
し
静
岡
県
評
な
ど

各
組
織
が
支
援
を
行
い
あ
わ
せ

て
22
名
が
行
動
し
ま
し
た
。

国
立
病
院
は
民
間
に
委
ね
る

と
事
業
継
続
が
困
難
な
政
策
医

療
を
担
い
、
感
染
症
や
災
害
時

医
療
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
や
災
害
被
災

者
ら
を
受
け
入
れ
て
き
た
国
立

病
院
で
働
く
職
員
の
中
で
、
生

活
を
犠
牲
に
し
た
働
き
方
に

「
も
う
限
界
」
の
声
が
渦
巻
い

て
い
ま
す
。
日
本
医
労
連
は
、

労
働
者
の
生
活
改
善
と
、
よ
り

よ
い
医
療
の
実
現
の
た
め
に
は

大
幅
賃
上
げ
は
待
っ
た
な
し
。

医
療
・
介
護
を
守
る
国
民
的
春

闘
を
と
訴
え
て
い
ま
す
。
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「
対
話
と
学
び
あ
い
」
「
た
た
か
う
労
働
組
合
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
「
仲
間
を
ふ
や
し
て
春
闘
を
勝
利
し
よ

う
」
と
25
国
民
春
闘
静
岡
県
決
起
集
会
が
、
2
月
16
日
に

静
岡
市
と
沼
津
市
で
、
2
月
23
日
に
浜
松
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
全
体
で
200
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

県評しずおか

25
国
民
春
闘
決
起
集
会
を

県
内
３
カ
所
で
開
催

２月11日に大幅賃上げと下請け単
価引き上げを求めて、第46回トヨタ
総行動が行われ、全体で約600人が
参加。静岡県評からは、昨年同様バ
ス１台で28人が参加しました。
トヨタ自動車が入る名古屋駅前の

超高層ビル、ミッドランドスクエア
前では「トヨタ・大企業は社会的責
任を果たせ！」の声が響きました。
全労連の秋山正臣議長は、「トヨ

タの内部留保が増える一方で、労働
分配率の低下や下請け単価の抑制が
続けられるなど、大企業の内部留保
は労働者の犠牲の上に成り立ってい
る。内部留保をこれ以上積み増すの
ではなく、国家多数の富のために活
用するよう強く求める」と話しまし
た。愛労連の西尾美沙子議長は、
「物価高騰で実質賃金は下回り、エ
ンゲル係数は過去最大。国民の生活
は食べ物すらまともに買えない状況
です。私たちの声が、『失われた30
年』という経済停滞を変える力にな
る」と呼びかけました。
集会終了後は名古屋駅前に向かっ

て元気にデモ行進。軽快な音楽に合
わせてコールをおこないました。沿
道からの飛び入り参加もあり、「声
をあげよう」「賃金上げよう」など
元気に大きくコールし、25春闘勝利
にむけてアピールしました。

ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ

待
っ
た
な
し

静
岡
市
青
葉
公
園
で
の
決
起
集
会
の
様
子

すべての労働者に
生活改善が実感できる

賃上げを

西部集会のパレードの様子

パ
レ
ー
ド
の
様
子

医
労
連
が
全
国
で
ス
ト
実
施
～
静
岡
は
３
病
院
で

中
部
集
会
の
パ
レ
ー
ド
の
様
子

東
部
集
会
の
様
子

静岡神経センターのストの様子

静
岡
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ス
ト
の
様
子

天竜病院のストの様子



米
国
が
南
太
平
洋
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
ビ
キ
ニ
環
礁
で
行
っ
た

水
爆
実
験
に
よ
る
被
災
か
ら

71
年
。
原
水
協
や
実
行
委
員

会
な
ど
に
よ
る
３
・
１
ビ
キ
ニ

デ
ー
の
関
連
行
事
が
、
２
月

27
日
か
ら
3
月
1
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
原
水
協
国
際
シ
ン
ポ
、

集
会
と
分
科
会
、
墓
前
行
進
、

墓
前
祭
、
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー

集
会
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ビ

キ
ニ
集
会
は
、
１
８
０
０
人
が

参
加
し
「
被
爆
者
と
と
も
に

『
日
本
も
核
兵
器
禁
止
条
約
に

参
加
を
』
の
声
を
大
き
く
広
げ

よ
う
」
と
の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
ま
し
た
。

静
岡
県
評
の
菊
池
仁
議
長
が

主
催
者
あ
い
さ
つ
し
、
中
野
弘

道
焼
津
市
長
、
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
（
日
本
被
団

協
）
の
金
本
弘
代
表
理
事
が
来

賓
あ
い
さ
つ
。
登
壇
し
た
10

人
の
被
爆
者
が
一
人
ひ
と
り
紹

介
さ
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
を
祝
う
花
束
が
贈
呈
さ
れ
る

と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

主
催
者
報
告
に
立
っ
た
高
草

木
博
共
同
代
表
は
、
日
本
政
府

は
3
月
3
日
か
ら
の
禁
止
条

約
第
３
回
締
約
国
会
議
に
出
席

す
べ
き
だ
と
強
調
。
日
本
被
団

協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
は

「
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
」
だ
と
述

べ
「
対
話
と
署
名
の
創
意
的
な

行
動
で
、
大
き
な
国
民
的
合
意

を
築
く
た
め
に
奮
闘
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

特
別
企
画
で
は
、
核
実
験

被
害
、
内
部
被
ば
く
の
全
容
解

明
と
全
て
の
被
害
者
の
救
済
を

求
め
て
３
人
の
方
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

長
崎
総
合
科
学
大
学
の
大
矢

正
人
名
誉
教
授
は
、
す
べ
て
の

原
爆
被
害
者
を
被
爆
者
と
認
め

る
べ
き
だ
と
指
摘
し
、
高
知
県

の
太
平
洋
核
被
災
支
援
セ
ン
タ
ー

の
濱
田
郁
夫
共
同
代
表
は
、
ビ

キ
ニ
事
件
で
の
同
県
の
マ
グ
ロ

船
の
被
災
に
つ
い
て
告
発
。
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
実
行
委
員

会
運
営
委
員
会
の
野
口
邦
和
共

同
代
表
は
、
太
平
洋
で
の
核
実

験
に
よ
る
被
害
の
全
容
解
明
、

被
災
者
へ
の
補
償
と
救
済
を
求

め
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
、
核
兵
器
の

非
人
道
性
を
知
ら
せ
、
日
本
政

府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参

加
を
求
め
る
「
ビ
キ
ニ
被
災

70
年
か
ら
被
爆
80
年
へ
非
核

日
本
を
め
ざ
す
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
、
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

「
最
賃
署
名
ス
タ
ー
ト
集
会
」

が
、
2
月
16
日
静
岡
市
に
お

い
て
約
30
名
の
参
加
で
開
催
。

始
め
に
、
中
澤
秀
一
氏
（
静

岡
県
立
大
短
期
大
学
部
准
教
授
）

が
「
生
計
費
原
則
に
も
と
づ
く

要
求
の
重
要
性
」
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。
日
本
社
会
に
根

付
い
た
「
安
い
こ
と
は
い
い
こ

と
だ
」
と
い
う
価
値
観
を
打
破

し
、
労
働
組
合
の
運
動
と
社
会

的
な
運
動
で
賃
上
げ
を
実
現
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
昨
今
の

物
価
高
に
対
応
で
き
る
よ
う
な

賃
上
げ
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い

現
実
に
、
最
賃
の
引
き
上
げ
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
誰
も
が

も
つ
要
求
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賃
上
げ
の
根
拠
は
「
生
計
費
」

で
す
。
埼
玉
や
大
阪
で
実
施
さ

れ
た
物
価
高
騰
に
よ
る
最
低

生
計
費
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
試

算
で
は
、
最
低
賃
金
は
時
間

額
１
８
０
０
円
以
上
と
な
っ

て
い
る
。
物
価
の
高
い
静
岡

県
も
同
様
と
考
え
て
い
い
。

と
指
摘
し
ま
し
た
。

主
催
者
か
ら
①
全
国
一
律

最
低
賃
金
制
度
の
実
現
②
静

岡
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で

目
安
以
上
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
運
動
を
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

に
展
開
し
よ
う
と
運
動
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
「
ユ
ー
コ
ー
プ

労
組
で
は
署
名
促
進
の
為
に

チ
ュ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
募
集
」

「
パ
臨
連
は
集
会
等
に
お
じ
ゃ

ま
し
て
、
組
織
外
の
方
に
署

名
を
お
願
い
」
「
自
治
労
連

で
は
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

が
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ

に
つ
な
が
る
こ
と
を
共
有
し
て
、

2
月
22
日
に
、
浜
岡
原
発
廃

炉
・
日
本
か
ら
原
発
な
く
す
静

岡
県
連
絡
会
が
第
12
回
総
会

と
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
民
の
会
代

表
の
和
田
武
氏
が
「
迫
り
来
る

気
候
危
機
を
回
避
す
る
た
め
に
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

今
、
地
球
環
境
は
産
業
革
命

後
約
1.6
℃
上
昇
し
史
上
最
高

気
温
と
な
っ
て
い
て
壊
滅
的
な

地
球
環
境
破
壊
へ
の
転
換
点
に

迫
り
つ
つ
あ
り
今
後
10
年
間

の
私
た
ち
の
対
応
が
未
来
の
地

球
環
境
を
決
め
る
。
続
い
て
政

府
が
2
月
18
日
に
閣
議
決
定

し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

は
、
従
来
の
「
原
発
依
存
度
低

減
」
か
ら
「
最
大
限
活
用
」
に

舵
を
切
り
「
地
球
温
暖
化
対
策

計
画
」
で
掲
げ
た
13
年
比
で

60
％
削
減
の
目
標
で
は
、
世

界
水
準
に
ほ
ど
遠
く
壊
滅
的
な

地
球
環
境
破
壊
は
避
け
ら
れ
な

い
状
況
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
こ
の
解
決
策
は
、
市

民
・
地
域
主
導
に
よ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
を
実
施
す

る
事
で
、
現
在
日
本
各
地
の
再

エ
ネ
普
及
へ
の
取
り
組
み
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
民
の
会
の
市

民
共
同
発
電
所
づ
く
り
の
具
体

例
を
紹
介
。
最
後
に
市
民
・
地

域
か
ら
再
エ
ネ
100
%
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
そ
う
と
講
演

を
結
び
ま
し
た
。

総
会
で
は
２
０
２
４
年
度
の

経
過
報
告
・
決
算
・
25
年
度

の
運
動
方
針
・
予
算
・
運
営
委

員
会
・
事
務
局
体
制
を
承
認
し

ま
し
た
。

静
岡
年
金
裁
判
に
勝
利
す
る

会
の
解
散
・
総
会
を
３
月
３
日

ロ
ッ
キ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
約
30
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

第
1
部
は
『
年
金
裁
判
運

動
を
振
り
返
っ
て
』
と
題
し
て
、

大
多
和
暁
静
岡
県
原
告
団
弁
護

士
と
飯
野
豊
秋
年
金
者
組
合
中

央
本
部
副
委
員
長
か
ら
、
年
金

裁
判
の
到
達
状
況
等
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
両
氏
か

ら
、
44
都
道
府
県
、
５
，
２

９
７
人
が
39
地
裁
へ
提
訴
す

る
と
い
う
、
社
会
保
障
運
動
で

は
，
か
つ
て
な
い
歴
史
的
な
運

動
で
あ
り
、
年
金
裁
判
を
通
じ

て
、
年
金
の
現
状
を
世
論
に
明

ら
か
に
し
、
特
に
女
性
の
低
年

金
に
つ
い
て
も
、
ア
ピ
ー
ル
で

き
た
。
裁
判
に
は
勝
利
で
き
な

か
っ
た
が
、
年
金
の
受
給
資
格

を
25
年
か
ら
10
年
に
改
善
さ

せ
、
生
活
給
付
金
等
の
支
給
も

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
さ

に
、
「
政
策
形
成
運
動
」
の
一

端
を
実
現
で
き
た
。
今
後
は

「
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
」

を
運
動
と
し
て
強
化
し
、
低
年

金
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
等
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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パ
レ
ー
ド
の
様
子

〔２〕

２
月
20
日
、
定
例

研
究
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
『
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

新
法
』
の
意
義
と
課

題
」
と
題
し
て
、
萩
原
繁
之

氏
が
報
告
し
ま
し
た
。

近
年
「
雇
用
に
よ
ら
な
い

働
き
方
」
を
す
る
人
々
（
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
）
が
増
大
し
て

い
ま
す
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に

は
、
労
働
者
に
与
え
ら
れ
て

い
る
労
働
法
制
、
社
会
保
障

法
制
上
の
保
護
が
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
な
中
で
昨
年
11

月
か
ら
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新

法
（
特
定
受
託
事
業
者
に
係

る
取
引
の
適
正
化
等
に
関
す

る
法
律
）
が
既
に
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
は
二
元
体
制
と

な
っ
て
お
り
、
取
引
の
適
正

化
に
つ
い
て
は
公
正
取
引
委

員
会
と
中
小
企
業
庁
が
担
当

し
、
就
業
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
は
厚
生
労
働
省
が
担
当

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
二
元

体
制
で
大
丈
夫
な
の
か
と
い

う
不
安
が
あ
り
ま
す
。

取
引
の
適
正
化
で
は
、
給

付
内
容
等
の
明
示
や
低
額
報

酬
禁
止
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

就
業
環
境
の
整
備
で
は
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
や
契
約
解

除
の
予
告
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

法
律
の
内
容
と
し
て
は
ま

だ
ま
だ
不
十
分
で
、
こ
れ
か

ら
改
正
し
て
よ
り
良
く
し
て

い
く
べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

労
働
者
概
念
の
明
確
化
と
労

働
者
保
護
の
さ
ら
な
る
徹
底
、

法
改
正
の
た
め
の
運
動
、
労

働
者
と
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
の

連
携
強
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

静岡県労働研究所
No.81

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事

業
の
社
員
で
あ
っ
た
Ａ
さ

ん
は
あ
ま
り
の
長
時
間
労

働
に
よ
っ
て
う
つ
病
を
発

症
し
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン

に
加
入
し
、
団
交
、
告
発
、

裁
判
で
闘
っ
て
い
ま
す
。

労
働
時
間
管
理
に
つ
い
て

労
働
時
間
は
本
来
会
社

が
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
事
業
主
ら
が
直
接

確
認
す
る
、
タ
イ
ム
カ
ー

ド
な
ど
の
客
観
的
な
方
法

で
確
認
す
る
、
自
主
的
管

理
で
も
そ
れ
が
正
し
く
行

わ
れ
て
い
る
か
は
事
業
主

ら
が
調
査
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。
本
件
で
は
Ａ
氏
は

帰
宅
後
メ
ー
ル
や
電
話
で

事
業
主
か
ら
業
務
指
示
が

来
て
、
時
に
は
深
夜
ま
で

働
か
さ
れ
た
。
残
業
代
は

一
円
も
出
て
い
な
い
。
労

働
時
間
に
つ
い
て
も
何
も

管
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
組

合
が
要
求
し
て
も
デ
ー
タ

は
何
も
し
め
さ
れ
な
い
。

組
合
の
主
張

Ａ
氏
の
も
と
に
は
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
チ
ャ
ッ
ト
の
記
録

が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を

も
と
に
労
働
時
間
を
算
出

し
残
業
代
を
要
求
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
会
社

弁
護
士
は
「
メ
ー
ル
の
記

録
で
は
、
メ
ー
ル
や
メ
ー

ル
の
間
に
仕
事
し
て
い
た

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
と
答
え
て
い
る
。
し

か
し
例
え
ば

前
略

22
：
02

社
長
「
（
Ａ
氏

作
成
の
文
書
に
つ
い
て
）
こ
れ
お
か

し
い
。
テ
ン
プ
レ
丸
出
し
だ
」

22
：
45

Ａ
氏
「
『
パ
ー
ト
ナ
ー
』

（
の
部
分
）
が
お
か
し
い
で
す
か
」

22
：
48

Ａ
氏
「
直
し
ま
し
た
」

23
：
00

社
長
「
『
ど
ん
な
課
題

～
教
え
て
』
の
と
こ
ろ
」

と
か

6
：
37

社
長
「
ラ
イ
ン
が
な
い

と
い
け
な
い
」
7
：
04

Ａ
氏

「
Ｔ
さ
ん
の
日
程
調
整
中
で
す
」

7
：
26

社
長
「
思
い
つ
い
た
け

ど
さ
、
こ
れ
と
こ
れ
は
別
に
す
べ
き
」

7
：
47

Ａ
氏
「
子
た
ち
も
（
別

に
す
る
と
）
考
え
た
方
が
い
い
で
す

か
」
7
：
48

社
長
「
確
か
に
、

そ
れ
い
い
、
ラ
イ
ン
作
ろ
う
」
後
略

と
か
、
メ
ー
ル
と
メ
ー
ル

の
間
、
早
朝
、
深
夜
、
ど

こ
で
も
い
つ
で
も
仕
事
が

続
い
て
い
る
こ
と
は
内
容

を
読
め
ば
明
ら
か
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
先
の
例
で

は
23
時
ま
で
の
深
夜
残
業
、

あ
と
の
例
で
は
6
：
37
か

ら
の
早
朝
残
業
で
あ
る
。

こ
の
件
で
は
労
働
時
間
証

明
の
一
つ
の
方
法
が
試
さ

れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

非
核
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
で

核
禁
止
条
約
の
批
准
を
迫
ろ
う

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
開
催

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
保
護
が
不
十
分

職場の安全衛生を実現するために
静岡県安全健康センター No.100

報告する萩原氏 原水禁集会の様子

最
賃
今
す
ぐ
１
５
０
０
円

地
球
環
境
破
壊
へ
の
転
換
点
に

原
発
な
く
す
静
岡
県
連
絡
会
第
12
回
総
会
開
催

講演する中澤氏

年
金
裁
判
に
勝
利
す
る
会

解
散
総
会
開
催

み
な
し
労
働
時
間
制
に
よ
る

過
重
労
働
か
ら

健
康
被
害
が
発
生
⑵

25
春
闘
に
臨
む
」
等
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

一コマ漫画


